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     ユーザー /グループへのアクセス認証を行います。

Tiger Spaces は大容量共有ストレージ内に保存
されたプロジェクトを管理し、プロジェクトフォ
ルダーを他のユーザーに対し不可視化します。
従って、ストレージにアクセス可能なユーザーで
も、Tiger Spaces によってアクセスを許可され
ていないユーザーはプロジェクトフォルダーの存
在を確認することができません。

    プロジェクトデータの不可視化

Tiger Spaces は指定されたプロジェクトフォ
ルダーをクライアントやアプリケーションからは
ストレージボリュームとして認識される様に仮想
化します。プロジェクトの名前をつけたボリュー
ムに対し、Tiger Spaces はストレージ容量を
割当し、管理します。

    プロジェクトを仮想ストレージに

Tiger Spaces が管理するプロジェクトはローカルストレージで
も、ネットワークストレージでもデバイス間でその保存場所移動
することができます。
アプリケーションからは、ファイルの物理的保存場所に関わらず、
Tiger Spaces が提供するプロジェクトストレージのパスを指定
することで継続的にアクセスすることが可能です。

Tiger Spaces はプロジェクトに対するアクセス権を管理します。
プロジェクトに参加するメンバーの登録、その役割に応じたアク
セス権（リード /ライト権、リード権）の設定が可能です。
また、プロジェクトにアクセスしたユーザーのログイン、ログア
ウトの履歴を保存し、安全にプロジェクトデータを管理すること
が可能です。

    ストレージデバイス間でのプロジェクトデータの移動が簡単
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ストレージ プロジェクト毎のストレージ プロジェクトのセキュリティー管理 プロジェクトをローカルディスクとしてマウント

     プロジェクトに保存された映像をプロキシ化
　  リモートサイトからWebGUI で映像チェックが可能。

ファイルサーバーの映像プロジェクト、セキュリティーはどうしてますか？
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